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]acob と Monod が A ファージの遺伝子の調節機構を彼らの一般的な蛋白合成の調節機構の仮説で
説明を試みて以来，形質発現の調節機構解明の為の有力な系として，溶原ファージえの遺伝子発現の
機構は盛んに研究されて来たo À の DNA 分子を物理的に 2 分したり， 2 本鎖を 1 本ずつに分離した
りして得られた DNA の fragment と A の mRNA を hybridzation させることによって， 初期形
質の mRNA 合成が後期まで続く乙とや初期に合成された蛋白やファージ DNA が後期形質の発現に
役立っているととなどが明らかにされて来ている。このような現象は他の溶原ファージにも一般化さ
れる乙とであろうか。また， ~'容原化に関与する部位の 1 っとしてファージ染色体上にいわゆる b2 部
分があるが，乙の部分が宿主染色体へのファージ染色体の組込み，そ乙からの切り出しの際にいかな
る働きをするのか。蛋白合成を行なっているのかどうか口
以上の点を明らかにする為，ここでは， 正常な φ80 ファージとその欠損株の遺伝子の形質発現を
mRNA 合成のレベソレで調べた。 φ80 DNA は現在までのと乙ろえの DNA のように， fragment に
分けられていないので，ゅ80 染色体の各部分に特異的な mRNA の検出は φ80 と A およびそれらの
雑種ファージの DNA を用いて， hybridzation 法によって行なった。




ない。 、中央，とミ後期、の遺伝子に対する mRNA の合成には，ファージ感染後に新たに蛋白合成
が行なわれる乙とが必要であった。 、初期、と、中央、の遺伝子に対応する mRNA 分子は 235 よ




伝子に対応する mRNA は正常な φ80 のそれと同程度に出来るが，それらの分子には 23S より大き
いものがあり， その分子種は正常な φ80 の増殖時には存在しない新しい種類のものであるととがわ




“b2" 部分からの蛋白合成の有無ば，“b2" 部分からの mRNA 産生の有無として，次の方法でしらベ
アこ。即ち溶原闘でプロファージの“b2" 部分を欠損しているものを uv で誘発するととによって“b2"
部分(ととでは‘中央、の遺伝子部分に含まれる)がゆ80 染色体全体の約12労に相当する長さだけ













と A との雑種ファージおよび φ80 の各種の変異株を有効且適切に用いるととによって次の結論を得





形質の遺伝子部分におけるメッセージャー RNA に新しい種類の分子が現われる。 (3)従来からその機
能がどのようなものであるか問題とされていたいわゆる b2 域に相当する遺伝分子部分では， メッセ
ンジャー RNA の合成が行なわれていないことがわかった。従ってこの部分は， ファージの溶原化
に際して，宿主の染色体への組込みの行なわれる部分である可能性が強い。
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以上，富田さんの研究は，ファージ遺伝子の形質発現の制御に関与する因子を追求し，その性質と
遺伝的局在部位を示唆している点 ((2)の事実)でユニークであり旦極めて重要である。乙のことによ
って，今後富田さんの系を用いて制御因子の実体解明に進む糸口が作られたと考えてよい。よってこ
の論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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